
令和３年度 年度

学校評価書

明朗 剛健 立志
ふるさとに根ざし明るくたくましく生きる生徒の育成

①学びと授業づくりへの挑戦 ②集団づくりへの挑戦 ③ふるさと活動づくりへの挑戦

【学びプロジェクト】
テーマ：ふるさとに貢献し、未来を生き抜くために必要な学力を身に付ける

① 「比内中授業の当たり前」の共通実践▲

生徒・教師共に授業の凡事徹底

▲

みらとびツアーの実施による指導技術の向上▲

授業プランシートの活用によるＰＤＣＡ
② 学びを実感させる授業の構想と展開▲

教科観を大切にした授業構想とその展開

▲

学びを確かなものにするまとめの仕方▲

次への意欲につなげる振り返りの工夫
③ 積極的に学び合う場の設定▲

みらとびタイムの再構築と共通実践

▲

学びを深めるための必然的な学び合い

【心と体プロジェクト】
テーマ：ふるさとと人との関わりを支える心と体をつくる

① 支え合う人間関係づくりと所属感を高める学年･学級づくり▲
学級会活動の活性化と短学活の工夫

▲

道徳教育の充実による規範意識の向上▲
自治的な学年集会の工夫と充実

② いじめ･不登校の予防･根絶と三機能を生かした生徒指導の展開▲

「心」プロジェクト、ＳＣの活用･連携
③ 家庭連携によるライフスタイルの改善▲

メディアコントロールへの取組

▲

体力と健康の保持増進（健康課題等の解決）

【生き方プロジェクト】
テーマ：ふるさとに生き、自らを変えていく力を付ける

① 自己有用感を味わい、一人一人の共感的協働力を高める特別活動の企画・推進▲

運動会、比中祭、合唱祭等の学校行事の工夫・充実▲

縦割り活動を生かした教育活動の創造
② ふるさとキャリア教育と地域貢献につながる体験活動の充実▲

比内のものや人との関わりを生かした「ふるさと活動」の充実▲

郷土愛と地域に貢献できる力の醸成
③ 主体的実践力を高める生徒会活動の充実▲

内なる力を外に発信できる生徒会活動の企画・実践

大館市立比内中学校

具現化のための３プロジェクト



- 1 -

ア きわめて良好 ５ 実現状況は極めてよく意識も高い／数値目標に対し１００％以上達成
生徒
の 良好 ４ 実現状況は良好で意識も高い／数値目標に対し８０～９９％達成
状況

おおむね良好 ３ 実現状況はおおむね良好／数値目標に対し６０～７９％達成

やや不十分 ２ 実現状況はやや不十分で取組が不安定／数値目標に対し４０～５９％

努力を要する １ 実現状況は不十分で努力を要する／数値目標に対し３９％以下の達成

生徒の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

ふるさとに貢献し、未来 中 望ましい学習規律の習慣化、協働的な学級づく
を生き抜くために必要な学 間 やや おおむね りや先生と生徒の良好な関係づくりに力を入れて
力を身に付ける 不十分 良好 ほしい。生徒の成長を認める言葉かけを大切にし

て、ほめることで子どもたちを伸ばしてほしい。

年 学習規律の確立、学力の向上、家庭学習習慣の
度 おおむね おおむね 定着など、課題があるとは思うが、先生方の指導

良好 良好 によってよい方向に向いてきている。学ぶ楽しさ
を実感できる授業づくりを期待したい。

自 【中間（→年度末）】
己 ・教師の授業の構築等の取組は生徒のアンケート結果から、意識して取り組まれている。しかし、教師
評 側の実際の手応えとしては、生徒の実態に合った取組ができなかった思いが強い。後期は、開始時間

学価 の徹底や学習規律面の生徒への意識改革を図り、学習習慣が定着する基礎をつくっていきたい。
校の
の概 【年度末（→次年度）】
改要 ・学習規律については、時間を意識したり顔を上げて話しを聞いたりするような声掛けや雰囲気づくり
善と に努めた結果、ある程度身に付けることができたと考えている。
策 ・生徒の実態に合った、学習意欲を引き出す取組として何がでるのかを、共通理解し全職員で実践でき

るようにしていきたい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

(1) 意欲的な ①基本的な学習習慣の定着 ◇授業の凡事徹底（比内中スタンダード、
学習への取 比内中授業の当たり前）
組（学びに
向かう力の ②学んだことを定着させるための取組 ◇学びを確かにするまとめ、次の意欲に
ために） つながる振り返り

２ ３
③積極的に学び合う場の活用 ◇「みらとびタイム」の再構築と共通実

践、必然的な学び合い

④家庭学習の時間確保と質的向上 ◇効率的な学習の指導、学びのサイクル
づくり（朝ドリル、授業、家庭学習）

(2) 学力の定 ⑤全国学テ､県学習状況調査の結果を 踏まえた対策 ◇授業改善、回復指導、補充問題の活用
着・向上 ２ ２

⑥単元テスト､定期テスト等の結果を ◇分かる、できる、楽しい授業づくり
踏まえた授業改善 （教科の基本）

(1) 意欲的な学習への取組
①基本的な学習習慣の定着

自
己
評
価
Ａ
と

学
校
関
係
者
評
価
の

評
価
区
分

自
己
評
価
Ｂ
の

評
価
基
準

［生徒１］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 71.1 28.3 0.6 0

年度末 72.1 25.0 2.9 0

［教師１］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ ５ ５ ８ ４６％

年度末 １ ７ ８ ０ ５２％
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②学んだことを定着させるための取組

自力解決の場面
③積極的に学びに向かう場の活用

④家庭学習の時間確保と質的向上 グループの話合いによる課題解決

第２回定期テスト

(2) 学力の定着・向上
⑤ＮＲＴ、全国学テ、県学習状況調査の改善

秋田県学習状況調査(1、2年生)

［生徒２］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 41.1 54.4 3.9 0.6

年度末 41.9 49.4 5.8 2.9

［保護者１］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 18.5 46.4 25.2 9.9

年度末 20.1 42.8 28.1 8.8

［教師２］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ ６ ７ ０ ４９％

年度末 ０ ９ ７ ０ ５２％

［生徒３］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 26.6 50.3 20.9 2.3

年度末 29.7 53.5 13.4 3.5

［生徒４］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 48.9 36.7 11.7 2.8

年度末 54.7 32.0 11.6 1.7

［保護者２］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 27.2 49.7 17.9 5.3

年度末 32.7 44.0 18.9 4.4

［教師３］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ ５ ８ ０ ４８％

年度末 １ ２ １０ ２ ３８％

［生徒５］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 20.7 44.1 29.6 5.6

年度末 20.3 43.6 29.7 6.4

［教師４］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ ５ ７ ０ ４７％

年度末 ０ ７ ８ ０ ４９％

［保護者３］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 15.2 41.1 37.7 6.0

年度末 12.6 47.2 34.0 6.3
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生徒の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

ふるさとと人との関わり 中 ＳＣの活用も含め、今後も居場所づくりの充実
を支える心と体をつくる 間 おおむね おおむね を継続してほしい。また、外部機関との連携で学

良好 良好 校復帰できることを期待したい。子どもの声を生
かしたルール作りを今後も続けてほしい。

年 不登校生徒への支援がきめ細かく行われてい
度 おおむね おおむね る。メディア使用に関する指導の手立てがきちん

良好 良好 ととられている。家庭との連携を密にして、効果
的に時間の使い方ができる生徒になってほしい。

自 【中間（→年度末）】
己 ・道徳科の授業を基盤としながら、学校生活全般を通して自己の生き方を考えさせたり道徳性を養わせ
評 たりしていきたい。

学価 ・校内のＳＣや通級指導教室、また、外部の関係機関と連携し、不登校、不登校傾向の生徒の対応をし
校の ている。継続し、不登校生徒の登校意欲を高める手立てを考えていきたい。
の概
改要 【年度末（→次年度）】
善と ・道徳科の授業を通して、望ましい行動や考え方とは分かっているが、なかなか実現することができな
策 い自分の弱さについて気付きながら、自分の心と向き合う機会となった。

・短学活や学級活動、行事への取組等を通して、学級への所属感の自己評価の数値が中間評価から向上
した。来年度も互いのよさを認め合う集団づくりを目指したい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

(3) 居心地の ⑦所属感を高める学級づくり ◇短学活の充実、高め合う話合い活動
よい学校生 ＳＧＥの活用 ３ ４
活

⑧学級の一員として自覚と責任の育成 ◇係活動、学級活動の充実、一人一役

(4) 優しさと ⑨道徳教育の充実 ◇道徳科の授業実践の積み重ね
強さをもっ ◇心を大切にしたあいさつ、掃除などの ３ ３
た心の育成 活動の充実

(5) 健全で共 ⑩いじめ・不登校や問題行動の未然防 止、根絶 ◇心プロジェクトの推進（情報共有）
感的な心の ３ ３
育成 ⑪共感的な教育相談活動の実施 ◇生徒理解、定期教育相談、三者面談、

ＳＣの活用等

(6) 体力と健 ⑫家庭連携によるﾗｲﾌｽﾀｲﾙの改善 ◇メディアコントロールへの取組、学校
康の保持増 保健委員会の実施 ３ ２
進

⑬継続的な体力づくりの実践 ◇体力に応じた指導、健全な部活動指導

(3) 居心地のよい学校生活
⑦所属感を高める学級づくり

［生徒６］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 53.3 36.7 7.8 2.2

年度末 62.8 29.7 7.0 0.6

［教師５］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ １０ ３ ０ ５９％

年度末 ２ １３ １ ０ ６９％

［保護者４］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 27.8 60.3 10.6 1.3

年度末 32.1 59.7 5.7 2.5
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(4) 優しさと強さをもった心の育成
⑨道徳教育の充実（心の成長）

⑨道徳教育の充実（心を込めたあいさつ、掃除）

(5) 健全で共感的な心の育成
⑩いじめ・不登校等や問題行動の未然防止、根絶

⑪共感的な教育相談活動の実施

保護者とともに「性教育講話(３年生)」

(6) 体力と健康の保持増進
⑫家庭連携によるライフスタイルの改善

保護者とともに「食育講話(２年生)」

⑬継続的な体力づくりの実践

［生徒７］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 63.3 32.8 3.3 0.6

年度末 64.0 32.0 4.1 0

［教師６］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ ９ ４ ０ ５６％

年度末 ０ １４ ２ ０ ６３％

［保護者５］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 27.2 64.9 7.3 0.7

年度末 35.8 59.1 4.4 0.6

［生徒８］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 58.3 33.9 7.8 0

年度末 50.0 40.1 8.7 1.2

［生徒１１］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 67.0 22.9 8.4 1.7

年度末 57.0 28.5 12.2 2.3

［教師９］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 １ １０ ２ ０ ６４％

年度末 １ １２ ３ ０ ６３％

［保護者６］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 13.2 41.7 36.4 8.6

年度末 9.4 50.3 34.6 5.7

［生徒１０］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 41.1 35.6 18.3 5.0

年度末 34.4 39.0 21.5 5.2

［教師８］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 １ ６ ６ ０ ５４％

年度末 ０ ７ ９ ０ ４８％

［生徒９］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 53.3 38.9 5.6 2.2

年度末 58.1 34.9 5.2 1.7

［教師７］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ １１ ２ ０ ６２％

年度末 １ １４ １ ０ ６７％
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Ⅲ 生き方プロジェクト

生徒の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

ふるさとに生き、自らを 中 体験活動を通して、働くことの大切さ、社会性
変えていく力を付ける 間 おおむね おおむね など、大人との関わりから多くのことを学んでほ

良好 良好 しい。異学年の生徒に対する感謝の言葉がよかっ
た。自己有用感を高める工夫を継続してほしい。

年 よりよいあいさつを目指した取組の成果が表れて
度 おおむね きている。気持ちのよいあいさつや生き生きとし

良好 良好 た自己表現が自然とできるような、良好な人間関
係の構築を今後も目指してほしい。

自 【中間（→年度末）】
己 ・校外学習（農業体験・職場体験）、高校説明会及び体験入学を予定通り実施することができた。
評 ・元気に、明るい表情であいさつする生徒が増えてきている。生徒発信であいさつを強調できるよう、

学価 生徒会活動を生かしていきたい。
校の
の概 【年度末（→次年度）】
改要 ・学校のきまりを生徒が主体となって見直し、改善することで規範意識を高めることにつなげることが
善と できた。来年度も、生徒の声を大切にし積極的に見直しを図っていきたい。
策 ・コロナ禍でも、内容や方法を工夫して、学校行事や集会活動を行うことができた。状況に応じた活動

内容について、生徒自身からアイディアを引き出し、主体的な活動につなげていきたい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

(7) 社会に通 ⑭明るく元気なあいさつ、言葉遣い ◇あいさつ運動の実施、言語環境の整備
用する生活 ３ ３
習慣の形成 ⑮規律ある落ち着いた生活の確立 ◇生徒との日常的な触れ合いとその場指

導の継続

(8) 集団生活 ⑯共感的協働力を高める特別活動の充 ◇学年集会、全校集会、学校行事の企画
の向上（自 実 ・工夫
主自律） ３ ３

⑰生徒会・委員会活動の活性化 ◇主体的な実践力（計画と運営）を高め
る活動内容の工夫

(9) 自己の生 ⑱望ましい勤労観・職業観の育成 ◇進路学習や職業人による講座の実施・
き方の探求 充実

３ ３
⑲人間関係形成、自己理解、自己管理 ◇進路計画の実践、進路指導（職業適性）
能力の育成

(10)郷土愛と ⑳主体的・創造的に生き抜く力の育成 ◇地域貢献につながる体験活動の充実
地域貢献す ３ ３
る力の醸成 ㉑ふるさとのよさの発見、愛着心の育 ◇比内夢づくりＰの充実、ふるさと活動

成 の精選・充実
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(7) 社会に通用する生活習慣の形成
⑭明るく元気なあいさつ、言葉遣い

⑮規律ある落ち着いた生活の確立 朝の登校の様子

(8) 集団生活の向上（自主自律）
⑯共感的協働力を高める特別活動の充実 後期生徒会役員選挙 立会演説会

⑰生徒会・委員会活動の活性化 小学６年生体験入学 中学生と交流

［生徒１２］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 65.6 27.8 5.6 1.1

年度末 59.3 34.9 5.8 0

［教師１０］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ ８ ５ ０ ５４％

年度末 ０ ７ ９ ０ ４８％

［保護者７］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 15.9 70.9 12.6 0.7

年度末 20.8 64.8 13.8 0.6

［生徒１３］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 52.2 41.1 6.1 0.6

年度末 50.0 41.9 7.0 1.2

［教師１１］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ ５ ８ ０ ４６％

年度末 ０ ６ １０ ０ ４６％

［保護者８］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 17.2 60.9 17.2 4.6

年度末 14.5 64.2 17.6 3.8

［生徒１５］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 53.6 39.1 7.3 0

年度末 57.0 36.0 5.2 1.7

［保護者９］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 15.2 60.9 22.5 1.3

年度末 18.2 64.2 15.1 2.5

［生徒１４］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 44.1 43.6 11.2 1.1

年度末 53.5 36.6 6.4 3.5

［教師１２］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 １ １１ １ ０ ６７％

年度末 １ １５ ０ ０ ６９％

［教師１３］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ １１ ２ ０ ６２％

年度末 ２ １１ ３ ０ ６５％
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(9) 自己の生き方の探求
⑱望ましい勤労観・職業観の育成

⑲人間関係形成、自己理解、自己管理能力の育成

(10)郷土愛と地域貢献する力の醸成
⑳主体的・創造的に生き抜く力の育成 ２年生 保育実習

㉑ふるさとのよさの発見、愛着心の育成

ＡＮＡ客室乗務員による達人セミナー

［生徒１６］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 59.8 34.6 5.6 0

年度末 61.0 27.9 10.5 0.6

［教師１４］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ １０ ３ ０ ５９％

年度末 １ １２ ３ ０ ６５％

［生徒１７］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 55.9 34.6 8.9 0.6

年度末 48.3 41.3 8.7 1.7

［教師１５］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ０ ７ ６ ０ ５１％

年度末 ０ １１ ５ ０ ５６％

［保護者１０］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 28.5 57.6 13.9 0

年度末 － － － －

［生徒１８］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 37.4 44.1 13.4 5.0

年度末 26.2 49.4 19.2 5.2

［教師１６］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 １ １０ ２ ０ ６４％

年度末 ２ １１ ３ ０ ６５％

［保護者１２］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 29.1 58.3 12.6 0

年度末 26.0 64.4 8.2 1.4

［生徒１９］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 64.6 29.2 3.9 2.2

年度末 62.6 30.4 4.7 2.3

［保護者１１］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 29.1 58.3 12.6 0

年度末 － － － －

［教師１７］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 １ １０ ２ ０ ６４％

年度末 ２ １０ ４ ０ ６３％
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イ きわめて良好 ５ 実現状況は極めてよく意識も高い／数値目標に対し１００％以上達成
学校
運営 良好 ４ 実現状況は良好で意識も高い／数値目標に対し８０～９９％達成
の
状況 おおむね良好 ３ 実現状況はおおむね良好／数値目標に対し６０～７９％達成

やや不十分 ２ 実現状況はやや不十分で取組が不安定／数値目標に対し４０～５９％

努力を要する １ 実現状況は不十分で努力を要する／数値目標に対し３９％以下の達成

学校の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

学校運営に対して主体的 中 事故防止の取組として、事故の原因を分析する
に参画し、組織的に取り組 間 おおむね おおむね など、未然防止に生かしてほしい。ＰＴＡと協力
んでいる。 良好 良好 しての安全な環境づくりがすばらしい。高い危機
危機管理も含めて校内外 管理意識を評価したい。

ともに安全・安心に教育活
動を展開できる環境を整備 年 機管理意識を常に高くもって校内・校外の安全
する。 度 おおむね おおむね 管理によく取り組んでいる。「みらとびタイム」

良好 良好 が更に充実した学びの場になるような授業づくり
ができることを期待している。

自 【中間（→年度末）】
己 ・各指導部長が新しいメンバーになったが、教務主任を中心に効果的な教育課程編成が行われている。
評 職員一人一人が、学校運営に参画しているという意識をさらに高めていきたい。

学価 ・自転車運転技術の未熟さや判断力の弱さによる事故・ケガが数件あった。徐々に交通ルールやマナー
校の 遵守の意識が高まっている。定期的な安全点検等を行っているが、校舎の老朽化による施設の不具合
の概 が多い。暗い場所の街灯設置、クマ対策等、安全・安心な環境づくりを継続していきたい。
改要
善と 【年度末（→次年度）】
策 ・教務主任と各指導部長が知恵を出し合って、これまでの教育課程に固執することなく、生徒の実態に

応じた教育課程にすることができた。
・各種研究会等で学んだことを、生徒の実態に合わせて実践していく必要がある。
・校舎の老朽化により、雨漏り、配管、外壁等、本校職員だけでの補修には限界がある。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

(11)学校運営 ㉒学校の教育目標、目指す生徒の実現 ◇経営方針・重点の明示と共通理解、創
への主体的 意ある教育課程編成
参画 ３ ３

㉓共通実践事項の共通理解と実践 ◇主体的な参画による課題解決、チーム
力の向上

(12)学力向上 ㉔学びを実感させる授業の構想と展開 ◇授業プランシートの活用、教師のコー
等への組織 ディネート力の強化
的研修 ２ ３

㉕研修の成果や課題の共有 ◇みらとびツアー（授業を見合う会）、
学習指導要領を基にした教科観

(13)安全指導 ㉖安全指導、交通事故・問題行動の未 ◇通学路点検、交通安全教室、速やかな
と危機管理 然防止 情報共有、
への取組 ３ ３

㉗危機回避意識の向上（自分の命は自 ◇様々な状況を想定した実践的な避難訓
分で守る） 練等の実施

(14)校内外環 ㉘校舎内外の安全確保 ◇学校安全の日の点検実施、日常的な校
境の整備・ 舎・校地管理・補修
充実 ３ ３

㉙潤いのある学校環境整備 ◇生徒の成長が見える校内掲示環境の整
備、花壇等の整備の充実

自
己
評
価
Ａ
と

学
校
関
係
者
評
価
の

評
価
区
分

自
己
評
価
Ｂ
の

評
価
基
準
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(11)学校運営への主体的参画
㉒学校の教育目標、目指す生徒の実現 ㉓共通実践事項の共通理解と実践

(12)学力向上等への組織的研修
㉔学びを実感させる授業の構想と展開

(13)安全指導と危機管理への取組
付箋紙を用いた小グループによる研究協議 大館市教育研究会 道徳研究会
㉖安全指導、交通事故・問題行動の未然防止 付箋紙を用いた協議

(14)校内外環の整備・充実
㉘校舎内外の安全確保

スタントマンによる交通安全教室
～通学路安全推進事業

㉙潤いのある学校環境整備

警察と連携した通学路安全点検

［教師１８］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ４ ８ ２ ０ ７１％

年度末 １１ ４ １ ０ ８８％

［教師１９］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ３ １１ ０ ０ ７４％

年度末 ８ ８ ０ ０ ８３％

［教師２０］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ２ ７ ５ ０ ６０％

年度末 ３ １０ ３ ０ ６７％

［生徒２０］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 81.0 16.2 2.2 0.6

年度末 83.7 13.4 1.7 1.2

［保護者１３］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 30.5 60.3 8.6 0.7

年度末 30.7 63.4 4.6 1.3

［教師２１］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ５ ８ １ ０ ７６％

年度末 ７ ９ ０ ０ ８１％

［教師２２］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ５ ９ ０ ０ ７９％

年度末 ６ １０ ０ ０ ７９％

［教師２３］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ２ １２ ０ ０ ７１％

年度末 ５ １１ ０ ０ ７７％
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学校の状況 自己評価Ａ 学校関係者評価 学校関係者評価委員のコメント

学校の取組を分かりやす 中 コロナ禍であるが、感染対策を踏まえ、ＰＴＡ
く保護者や地域に伝えると 間 おおむね おおむね や地域と連携した取組に感謝したい。ＰＴＡと学
ともに、地域の教育力を有 良好 良好 校との関係が非常によいと感じている。タイムリ
効に活用する。 ーな情報提供もありがたい。
そのことが地域の活力と

なる。 年 活動が制限される中ではあったが、地域素材を
度 おおむね 生かした充実した活動が行われていた。アルミ缶

良好 良好 回収収益金を社会福祉協議会に寄贈するなど、比
内地区の地域貢献において中心となっている。

自 【中間（→年度末）】
己 ・学年通信や学校報は、定期的に発行することができた。また、ホームページも随時更新することがで
評 きた。学校運営の考え方や進め方についても、これまで以上に情報発信していきたい。

学価 ・コロナ禍ではあるが、感染対策を講じながら、可能な範囲で保護者・地域と学校との双方向の連携を
校の 続けていきたい。アルミ缶回収は回収量からも、昨年度より周知されていた。
の概
改要 【年度末（→次年度）】
善と ・学校・学年の様子だけでなく、経営方針や進め方も学年通信や学校報、ホームページ等で意識的に発
策 信することができた。

・コロナ禍の状態は続いているが、地域コーディネーターや民生児童委員の方々等の協力を得ながら地
域のひと、もの、ことをさらに活用できるようにしていきたい。

自己評価Ｂ
評価指標 実 践 課 題 主 な 取 組

中間 年度

(15)保護者・ ㉚保護者・地域の理解を得る広報活動 ◇学校・学年・部活動だよりの内容の充
地域との双 実、ＨＰの更新、学校開放
方向の連携 ３ ３

㉛行事やＰＴＡ活動の工夫 ◇各種ＰＴＡ活動を通した保護者の積極
的な協力体制

(16)地域素材 ㉜地域行事への生徒の積極的な参加・ ◇地域行事・地域貢献活動への参加と協
・地域教育 貢献 力
力の活用 ３ ３

㉝地域の教育資源・人材の活用 ◇各機関との連携、地域学校協働本部事
業の活用

ＰＴＡ生活指導部、学校祭駐車場整理の協力

ＰＴＡ研修部、達人セミナーの協力 本校ホームページ
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(15)保護者・ 地域との双方向の連携 本校ホームページ www.hinai-jh.sakura.ne.jp
㉚保護者・地域の理解を得る広報活動

㉛行事やＰＴＡ活動の工夫

(16)地域素材・地域教育力の活用
㉜地域行事への生徒の積極的な参加・貢献

㉝地域の教育資源・人材の活用

全国大会に出場した女子駅伝チーム

学校祭、全校生徒による「比内中学校讃歌」の合唱

［保護者１４］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 35.8 59.6 4.0 0.7

年度末 31.8 64.3 3.9 0

［教師２４］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ９ ５ ０ ０ ８８％

年度末 １２ ４ ０ ０ ９２％

［生徒２１］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 30.7 39.7 21.8 7.8

年度末 30.2 43.0 19.2 7.6

［教師２６］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ４ １０ ０ ０ ７６％

年度末 ６ １０ ０ ０ ７９％

［教師２５］

人 よい まあまあ 少し 不十分 達成率

中 間 ６ ７ １ ０ ７９％

年度末 ７ ８ １ ０ ７９％

［保護者１５］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 26.5 65.6 7.3 0.7

年度末 26.0 68.2 5.8 0

［保護者１６］

％ そう思う だいたい あまり まったく

中 間 15.9 57.6 24.5 2.0

年度末 13.0 60.4 23.4 3.2
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学校関係者評価委員会 年度コメント

１ 学びプロジェクト 【おおむね良好】
学習規律の確立、学力の向上、家庭学習習慣の定着など、課題があるとは思うが、先生方の指

導によってよい方向に向いてきているのがよく伝わった。
子どもたちが学ぶ楽しさを実感できる授業づくりを期待したい。

２ 心と体プロジェクト 【おおむね良好】
不登校生徒への支援がきめ細かく行われている。
メディア使用に関する指導の手立てがきちんととられている。家庭との連携を密にして「学習」

「部活」「メディア利用」のバランスを考えた時間の使い方ができる生徒になってほしい。

３ 生き方プロジェクト 【良好】
よりよいあいさつを目指した取組の成果が表れてきている。気持ちのよいあいさつや生き生き

とした自己表現が自然とできるような、生徒同士、先生と生徒の人間関係の構築を今後も目指し
てほしい。
校則の見直しを生徒自らが行ったことが規範意識の向上につながってきている。

４ 学校運営 学校管理 【おおむね良好】
危機管理意識を常に高くもって校内・校外の安全管理によく取り組んでいる。安全な通学路を

確保するために、関係機関との連携を今後もお願いしたい。
「みらとびタイム」が更に充実した学びの場になるように、全ての先生方が趣旨を理解し、同

じベクトルを向いて授業づくりできることを期待している。

５ 保護者・地域との連携 【良好】
コロナウイルス感染拡大の影響により、活動が制限される中ではあったが、地域素材を生かし

た充実した活動が行われていた。
アルミ缶回収収益金を社会福祉協議会に寄贈するなど、比内地区の地域貢献において中心とな

っている比内中学校が、大きな役割を果たしている。


